
第 5 回上智大学研究機構 FESTIVAL 

2010 年 9 月 28 日（火） 上智大学四谷キャンパス 2 号館 

プログラム 

2 号館 17 階 1702 会議室 

10:00 開会挨拶：学長 

10:10-10:35 講演：上智大学所蔵漢籍の調査と『上智大学漢籍

分類目録』の作成／大島晃（文学部国文学科）

10:40-11:20 ポスター発表研究概要紹介① 

 （5 分×8 研究グループ：P1～P8） 

11:30-11:55 講演：主体としてのフィリピン人共同体：カトリ

ック東京大司教区の事例から／寺田勇文（外国

語学部アジア文化副専攻） 

12:00-12:25 講演：メキシコ革命の 100 年―歴史的総括と現代

的意義／谷洋之（イベロアメリカ研究所） 

 昼休憩（1 時間） 

13:25-13:50 講演：環境と貿易研究センターにおける温暖化対

策の排出量取引制度の研究活動について／有

村俊秀（環境と貿易研究センター） 

13:55-14:35 ポスター発表研究概要紹介② 

 （5 分×8 研究グループ：P9～P16） 

14:40-15:05 講演：オンラインコーパスの構築と利用／アント

ニオ・ルイズ・ティノコ（国際言語情報研究所）

15:20-17:20 特別企画『人間の生命と先端医療』 

コーディネーター：町野朔（法学研究科・生命

倫理研究所）  

基調講演『再生医療―過去・現在・未来 』／

松山晃文（先端医療振興財団先端医療センター

研究所） 

パネル・ディスカッション『医療と人間の尊厳』

パネリスト：青木清（生命倫理研究所）、矢島

基美（法学部地球環境法学科）、青木研（経済

学部経済学科）、浅見昇吾（外国語学部ドイツ

語学科） 

2 号館 17 階 1701 会議室 

10:00-15:00

 

ポスター発表 
（研究成果発表 16 件・研究企画発表 5 件） 
研究機構常設研究部門・時限研究部門・学内共

同研究部門等の学内教員の研究成果や研究企画

をポスターで発表いたします。 

 
2 号館 5階学生食堂 

17:30-19:00 交流会・ポスターセッション 

 
 

上智大学研究機構では、8学部10研究科を擁し、文系・

理系同一キャンパスでの教育研究活動が行われる国際的

な総合大学としての特色と利点をさらに活かした研究組

織の構築と研究成果の創出をめざして、2006年度より「上

智大学研究機構Festival」を開催しております。研究領域

を限定せず、これまで取組んで得られた研究成果、またこ

れから取組もうとしている研究企画の発表を通じて、異な

る研究領域の横断的な連携によって新しい知見の創成に

挑戦する独創的・先駆的な共同研究を醸成することを目指

しております。万障お繰り合わせのうえ奮って御来場下さ

い。  

 
連絡先：上智大学研究機構事務局 

（研究支援センター） 
TEL：03-3238-3173

ポスター発表一覧 

番号 研究代表者 所  属 研       究       課       題 

P1 杉村美紀 
総合人間科学部 

教育学科 

アジアにおける国家と個人の留学戦略と多

様化する留学生移動 

P2 岡田隆 
総合人間科学部 

心理学科 
イチョウ葉抽出物による脳内海馬の活性化

P3 村田真一  
外国語学部 

ロシア語学科  
ヨーロッパ映画における「ヨーロッパ」 

P4 
ジェームス・ 

ファラー 
比較文化研究所 Culinary Soft Power 

P5 西村君代 ヨーロッパ研究所 
アジアの大学におけるＥＬＥ―経験の共有

を目指して 

P6 私市正年 アジア文化研究所 ナショナリズム復興のなかの文化遺産 

P7 小塩和人 
アメリカ・カナダ 

研究所 

1960 年代の「脱神話化」－アメリカ合衆国

における初期環境法の歴史的考察 

P8 私市正年 
イスラーム 

研究センター 

イスラーム地域研究―新たな「知見」の獲

得 

P9 林謙介 
理工学部 

物質生命理工学科 

動物細胞と植物細胞に共通する細胞骨格

の働き 

P10 早下隆士 
理工学部 

物質生命理工学科 

量子ビットを目指した混合原子価状態の分

子認識制御―極低温多核 NMR によるアプ

ローチ 

P11 遠藤明 
理工学部 

物質生命理工学科 

極低温多核 NMR を用いたルテニウム二核

錯体の混合原子価状態の検出 

番号 研究代表者 所  属 研       究       課       題 

P12 橋本剛 
理工学部 

物質生命理工学科 

高機能表面テバイス作成のためのルテニ

ウム均一分散システムの構築 

P13 藤田正博 
理工学部 

物質生命理工学科 
イオン液体を用いたマイクロマシンの開発

P14 桑原英樹 
理工学部 

機能創造理工学科 

制御された格子欠陥を利用した新規機能

性物質の創製 

P15 後藤貴行 
理工学部 

機能創造理工学科 

高温超伝導体における局所構造の NMR

による観察 

P16 長尾直茂 文学部国文学科 

近代における外国文学としての漢文学研

究のあり方―石崎又造草稿「日本支那文

学史」を題材として 

K1 佐久間勤 
キリスト教文化 

研究所 
儒教文化圏でのキリスト教受容 

K2 中村秀樹 中世思想研究所 アウグスティヌス聖書解釈学の総合的研究

K3 中野晃一 
グローバル・ 

コンサーン研究所 
社会正義からグローバル・コンサーンへ 

K4 田中裕 文学部哲学科 

エコソフィア シンポジウム２０１１―創造と

調和：共生の智の探求－文明の未来に向

けて 

K5 後藤貴行 
理工学部 

機能創造理工学科 

超伝導体における磁束格子融解の NMR

によるその場観察 

※P：研究成果発表、K：研究企画発表


